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日本学術振興会バンコク研究連絡センター 

   活動報告（201４年 1月～３月） 

 センター長挨拶 

「バンコクの風」 2014 年 1－3 月のバンコクセンターの活動報告）の発行にあたり、この報告書
がカバーする期間、タイの政治・社会情勢が不安定となり、多くの皆様にご心配頂き、また励まし
て頂いたこと、まずはセンターのスタッフ全員に代わりこの場をお借りしてお礼申し上げます。情

勢がどのように展開するのか、先行き不安定な状態が続きますが、心してセンターの運営にあた
ってまいりたいと思っております。 

バンコクセンターが所管する国々は、アセアン諸国とバングラデシュです。その中で、JSPS同窓
会が設立されているのは、タイ、バングラデシュとフィリピンで、バンコクセンターはそれら同窓
会との連携や支援活動を行っております。フィリピンについては、前号でご報告のとおり、昨年１
１月に正式に発足したばかりですが、タイ、バングラデシュ同窓会は、設立されて５年になりま

す。毎年の同窓会主催の学術セミナーには、日本から数名の研究者をお招きし、学術交流を図っ
てきましたが、タイと同様にバングラデシュも政治情勢が不安定であったため、残念なことですが
今回はどちらのセミナーにも招へいを見送りました（詳細は、報告をご参照ください）。新年度に
は、実現できることを祈りたいと思います。 

JSPS では、大学の事務局職員の能力開発・国際感覚育成のために「国際協力員」制度を設けてお
ります。１年間を JSPS 本部事務局でもう１年を海外センターで研修する制度です。バンコクセン

ターには、今までその枠さえなかったのですが、今年度（2014 年度）初めて派遣が決まり、4 月
から轟裕美さん（九州大学）が赴任されました。山田大輔・副センター長、ブア・リエゾンオフィ
サーを入れて４名体制となり、センターの活動も益々活発になるものと思います。皆様のご期待
にそえるよう頑張りますので、よろしくお願いします。 

2014 年 4 月吉日 

     JSPS バンコク研究連絡センター長 山下邦明 

ลมจากกรุงเทพฯ 

【JSPS タイ同窓会第 5回総会が開催され日本大使館より長谷川哲夫一等書記官、JSPS国際事
業部より齋藤参事が参加】 

バンコクの風 
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主な活動と目次 

1月   

8 日 マヒドン大学RT e-Learning Center の Pichit Trivitayaratana 准教授の来訪 P. 3 

10 日 東洋大学藤井敏信観光地域学部長の来訪 P. 3 

20 日 キングモンクット工科大学トンブリ（KMUTT）で JSPS説明会を開催 P. 4 

2月   

4 日 大分大学内田智久助教の来訪 P. 3 

6 日 
在タイ日本大使館主催留学説明会に参加、プリンスオブソンクラー大学を表敬訪問及び JSPS 説

明会を開催 
P. 5 

16 日 秋田大学教育文化学部高樋さち子准教授の来訪 P. 4 

20 日 シーナカリンウィロート大学（SWU）で JSPS 説明会を開催 P. 6 

20 日 M. Afzal Hossain JSPS バングラデシュ同窓会長の来訪 P. 6 

21 日 九州大学芝田政之理事・事務局長、大村浩志国際部長の来訪 P. 6 

21 日 インドネシア・ガジャマダ大学 Irfan D. Prijambada 教授の来訪 P. 7 

25 日 京都大学柴山守教授の来訪 P. 7 

27 日 京都大学酒井悠助事務職員の来訪 P. 7 

28 日 
2014年度 JSPS バングラデシュ同窓会Bridge Fellowship Program 選考委員会及び同窓

会理事会への出席 
P. 8 

3月   

1 日 JSPS バングラデシュ同窓会(BJSPSAA)シンポジウム及び同窓会総会の開催 P. 9 

4 日 2013年度第 5回タイ学術会議（NRCT）訪問 P. 8 

6 日 タイ商工会議所大学ビジネススクール Suvaroj Kemavuthanon 講師の来訪 P. 8 

7 日 
京都大学大学院博士後期課程櫻田智恵さん、早稲田大学大学院博士後期課程池田瑞穂さん

の来訪 
P. 10 

8 日 静岡大学タイ同窓会設立総会への参加 P. 10 

10 日 JSPS フィリピン同窓会（JAAP）を訪問及び Bridge選考委員会出席 P. 10 

12 日 大東文化大学山崎俊次副学長の来訪 P. 11 

13 日 
在タイ日本大使館・タイ国元日本留学生教会（OJSAT）主催 国費留学生壮行会及び帰国

留学生歓迎会に出席 
P. 11 

14 日 JSPS タイ同窓会・Bridge フェローシップ選考委員会、第 13回理事会、第 5回総会の開催 P. 12 

18 日 福井工業大学金井兼理事長の来訪 P. 12 

19 日 大阪大学バンコク教育研究センター関達治センター長、望月太郎次期センター長の来訪 P. 13 

24 日 マヒドン大学を表敬訪問 P. 13 

24 日 名古屋市立大学システム自然科学研究科松浦康之研究員の来訪 P. 13 

27 日 九州大学法学研究院五十君（いぎみ）麻里子教授の来訪 P. 14 

27 日 明治大学大六野耕作政治経済学部長の来訪 P. 14 

31 日 JSPS タイ同窓会Sunee Mallikamarl 会長及び同窓会理事代表の来訪 P. 14 
 

コラム#1  ブアさんのタイご案内    P. 15 

コラム#2  ダイスケさんのダイ好きアジア                P. 16 
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  マヒドン大学 RT e-Learning Center の Pichit Trivitayaratana 准教授の訪問（1 月 8 日） 
 

マヒドン大学 RT e-Learning Center の Pichit 
Trivitayaratana 准教授、名古屋大学国際開発

研究科博士課程の小町友樹エベルチさんが当セ
ンターを訪問されました。Pichit 准教授は、ラ
オス、ブータン、ミャンマー、バングラデシュ
との国際 eラーニングプロジェクトを推進して
おり、JSPS 及び日本からのプロジェクトに対す
る協力について相談されました。当センターと

しては、拠点形成プログラムや二国間交流事業
と行った形で日本との共同研究を行うことに対
して支援を行っていることを説明し、申請を検
討するとのことでした。 

 

 

  東洋大学藤井敏信観光地域学部長の来訪（1 月 10 日） 
 
東洋大学国際地域学部

は、文部科学省グローバ
ル人材育成推進事業の
拠点に採択され、「語学
力・コミュニケーション
能力の向上」「異文化理
解・日本人としてのアイ

デンティティの醸成」
「実践的能力の育成」
「専門知識の英語によ
る習得」の 4つの能力の
向上を柱としたプログ
ラムを提供しています。 

今回東洋大学は当センターの所在するサーミットタワーに海外オフィスを開設し、当大学が重点
施策のひとつに掲げているグローバル人材育成の一環をして活用していく予定とのことです。 

 

 大分大学内田智久助教の来訪（2 月 4 日） 
 

昨年 8月に大分大学藤岡利生副学長が当センタ
ーを来訪され、東九州メディカルバレー構想に
かかる事業説明を頂きました。今回の内田助教

の来訪では、その後のフォローアップ及び情報
交換を行いました。 

先日、大分大学副学長及び医学部長、国際交流
課長が来訪し、タイ及びベトナムにおいて関係
機関を訪問及び構想推進のための意見交換を行
ったとのことでした。特に、在タイ日本大使館

では俵一等書記官との議論を経て、現地の優秀
な学生をリクルートするために、日本留学試験
（EJU）を利用した入学枠の設定について検討を
進めるとのことでした。また、大分大学医学部
とチュラロンコン大学医学部との学部間学術交

流協定（MOU）に基づき、客員研究員の称号付与、教員・学生交流の推進、共同研究を推進するこ
とを確認するとともに、今年5年の期限を迎えるMOUの更新についても合意したとのことでした。 

 

【左から小町さん、Pichit 准教授、センター長】 

【左からセンター長、内田助教、JASSO山本所長】 



 

バンコクの風 2013-14 Vol. 4｜日本学術振興会 バンコク研究連絡センター 4/23 

 

  キングモンクット工科大学トンブリ（KMUTT）で JSPS 説明会を開催（1 月 20 日） 
 
KMUTT 国際部の主催する「KMUTT Exchange and 
Scholarship Day 2014」に JSPS の他、日本学

生支援機構（JASSO）、オランダ高等教育国際
協力機構（Nuffic）、ドイツ学術交流会（DAAD）、
オーストラリア政府国際教育機構、Fulbright 
Program（米国）が参加し、各国の奨学金につ
いてKMUTTの学生及び研究者に対してJSPSの
事業説明を行いました。 

KMUTT は Times Higher Education 紙等の世界
大学ランキングはタイ国内で最上位にランク
しており(300-350 位)、昨年 12月に発表され
た新興経済国ランキングでは29位となってお
り、世界トップレベル大学の仲間入りを目指
しています。 
 

今回の事業説明会では、約 60 名の参加があ
りました。図書館の一角を会場として実施
されたイベントは、留学等に関心のある学
生が多数参加しました。当センターの説明
会には、特に大学側が大学院生や研究者に
声をかけて頂いたと言うことで、学生達に

混じって教員も参加されました。KMUTTの評
価は高いものの、JSPS の情報はまだまだ少
ないとのことで、今後も情報提供を活発に
行って欲しいとのことでした。 

 

 

 秋田大学教育文化学部高樋さち子准教授の来訪（2 月 16 日） 
 
 2013 年 6 月に当センターがインドネシア・ガ
ジャマダ大学で事業説明会を実施した際に、ガ
ジャマダ大学との共同研究で滞在中だった高樋
准教授に初めてお目にかかりました。その後、

当センターから、JSPS二国間交流事業の申請等
について情報提供や本部へのコーディネート等
の支援を行ってきました。 

今回高樋准教授はミャンマーでの調査の途中で
お立ち寄り頂きました。インドネシアの活動に
ついてのフォローアップについて、また、当セ

ンターが 2014 年度にミャンマーの高等教育に
ついて作成するカントリー・レポートにかかる
情報収集及び意見交換を行いました。 

 

 

 

 

【左から Chanchai 国際交流アドバイザー、JASSO Nuntaporn アドバイザー、山本所長、センター長、

Buabchamanee リエゾン・オフィサー、Anak 准教授、副センター長】 
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 在タイ日本大使館主催留学説明会に参加、プリンスオブソンクラー大学を表敬訪問及び
JSPS 説明会を開催（2 月 6 日） 

 
在タイ日本大使館が主催する地方留学説明会
は年に四大学で実施されており、JSPS として
は昨年より本格的に参加しています。プリン
スオブソンクラー大学の日本留学フェアは今
回で第 7回目の開催となりました。 

今回は中川勉在タイ日本大使館公使を代表と

し、プリンスオブソンクラー大学を表敬訪問
し、Dr. Amornrat Phongdara 副学長を代表団
との会談を実施しました。 

表敬訪問の後、JSPS の事業説明会を実施しま
した。 

プリンスオブソンクラー大学研究開発部次長の Dr. Wiphada Wettayaprasit から挨拶頂いた後、

JSPS からは、センター長が JSPS の概要説明を、また副センター長が国際連携プログラムについて
説明を行いました。また、JSPS論文博士取得支援事業で論文博士を取得された理学部のDr. Sirusa 
Kritsanapuntu 助教、JSPS タイ同窓会理事である薬学部の Dr. Chalermkiat Songkram 助教から日
本での研究の経験談について、発表頂きました。申請の方法や自身の研究計画等の具体的な情報
提供を行いました。 

今回のスピーカーではなかったものの、今回

のセッションに参加頂いた元国費留学生で外
国人特別研究員にも採択された自然資源学部
の Sompong Te-chato 准教授、JSPS アジア諸
国との拠点大学交流事業で東京大学で研究さ
れた Dr. Vannarat Saechan も JSPS のプログ
ラムについてご説明頂き、合計 4名の JSPSの
事業経験者にご参加頂きました。 

プリンスオブソンクラー大学は、各種大学ラ
ンキングでもランク入りしているタイ南部を

代表する研究大学であり、具体的な研究開始時期、採択に必要な出版物といった具体的な質問が
次々とありました。参加人数は 25 名と少し少なめではありましたが、30分近くの質疑応答時間が
あり、積極的に意見交換が実施されました 

今回の日本留学フェアは参加機関も多く、東海大学、東京工業大学、明治大学、福井工業大学、
JASSO に JSPS と、7機関が集まりました。今後も大使館、JASSO、日本の各大学との結びつきを強
めつつ、JSPS の事業の紹介を積極的に展開していく所存です。 

 

 M. Afzal Hossain JSPS バングラデシュ同窓会長の来訪（2 月 20 日） 
 
Hossain 会長は Hajee Mohammad Danesh 
Science and Technology University の元副

学長で、JSPS 招へい短期プログラムで 1998
年に北海道大学で研究を行っており、2013 年
より JSPS バングラデシュ同窓会長に就任さ
れました。 

今回の訪問では、2014 年 3 月に実施されたバ
ングラデシュ同窓会シンポジウム及び総会、

またBridge Fellowshipプログラム選考委員
会に関する打ち合わせを実施しました。また、
今後のバングラデシュ同窓会のあり方につい
て一層の自主自立した運営を行うことを要請
しました。 【左から副センター長、今回 Hossain 会長に同行された

Khan 氏、Hossain会長、センター長】 
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 シーナカリンウィロート大学（SWU）で JSPS 説明会を開催（2 月 20 日） 
 
シーナカリンウィロート大学(SWU)は当センターから徒歩 5分の場所にある国立大学で、明治大学
ASEAN センターも設置されています。今回明治大学江藤賢一教授にご紹介いただき、SWU での事業

説明会を初めて実施しました。 

SWU の研究戦略部長の Dr. Pathomthat Chiradeja から挨拶頂き、SWUが今後研究大学として成功
していくために国際ジャーナルでの出版をより多く行うことの必要性、また今回の説明会を通じ
て、研究資金に関する情報収集の重要性を説明されました。JSPS は様々なプログラムを提供して

おり、多くの締め切りが 9月頃にあるため、ち
ょうどよい時期の説明会の実施であり、準備に
十分な時間を費やすことが出来るとのことでし
た。 

また、JSPS 論文博士取得支援事業で論文博士を
取得された歯学部のDr. Sorasun Rungsiyanont

准教授から発表いただき、論博の申請の方法や
自身の研究計画、日本での研究活動から学んだ
ことなどの具体的な情報提供を行いました。今
回の事業説明会には、40 名に参加いただきまし
た。説明会終了後、Pathomthat 准教授からも、
この説明会を通じて JSPS が様々なプログラム
を提供し、SWU の研究者の国際化に貢献できる
ことが理解できたため、是非事業説明会を今後
も開催するように要請を受けました。 

 

九州大学芝田政之理事・事務局長、大村浩志国際部長の来訪（2 月 21 日） 
 

今回のご出張は、九州大学バンコクオフィスの、
その事務担当の先生がご病気で事務局担当を辞
退されたため、その後任探しに来られたとのこ
とでした。 

JASSO 山本所長は、文科省で芝田理事の下で働
いたことあったこともあり、打ち合わせに加わ
っていただき、JASSO バンコク事務所の活動に
ついてご紹介頂きました。 
 
【左から副センター長、センター長、柴田理事、

大村国際部長、JASSO 山本所長】 

  

【Dr. Pathomthat Chiradejaによる開会挨拶】 
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インドネシア・ガジャマダ大学 Irfan D. Prijambada 教授の来訪（2 月 21 日） 
 
2013 年 6 月にガジャマダ大学の学長補佐を務
める Irfan D. Prijambada 教授の招へいによ

り、JSPS事業説明会を実施しました。その後、
JSPS二国間交流事業の申請等について当センタ
ーから情報提供や JSPS 本部へのコーディネー
ト等の支援を行ってきました。 

今回はバンコク市内で実施された会議の際に、
当センターに訪問頂いたもので、インドネシア

の JSPS 事業に関するフォローアップ、また前
回の訪問時に紹介した JSPS の同窓会設立につ
いて意見交換を行いました。Irfan 教授は大阪
大学で博士号を取得されており、大阪大学バン
コク教育研究センターの関センター長の所にも
ご案内しました。 

 

京都大学柴山守教授の来訪（2 月 25 日） 
 

京都大学は現在 ASEAN 事務所の設立を検討して
おり、2013年 10 月 24 日に三島国際交流担当理
事が当センターを訪問されましたが、今回は本
格的な現地調査のために柴山教授が来訪され、
副センター長が対応し、バンコクの現地オフィ
スとして JAXA、大阪大学の現地事務所を紹介し
ました。 

京都大学にはバンコク連絡員事務所があります
が、調査研究の拠点という側面が強く、今回の
ASEAN 事務所の設立により大学の組織的な連携
を推進していくこととなります。 

 

 

  京都大学酒井悠助事務職員の来訪（2 月 27 日） 
 
京都大学は現在若手職員の海外派遣プログラム
としてジョン万プログラムを実施しており、酒
井悠助事務職員は、その一環で今回ブータン医
科大学に一ヶ月半滞在し、同大学から派遣され

ている医師、看護師の秘書業務やブータン医科
大学事務の改善支援、 次回医療スタッフ派遣
のためのニーズ調査を行いました。具体的には、
物品の送受やビザの取得の補助、事務改善アン
ケートを実施し新たな案を提案する、 大学や病
院スタッフに医療ニーズインタビューを行うな

ど積極的に活動しました。その後、当センター
からの紹介で、日本学生支援機構（JASSO）タイ
事務所、大阪大学教育研究センター、京都大学
バンコク連絡員事務所を訪問されました。 

 

 

 

 

【左からセンター長、Irfan 教授、副センター長】 
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 2013 年度第 5 回タイ学術会議（NRCT）訪問 (3 月 4 日） 
 

Busaba Yongsmith JSPS タイ同窓会
（JAAP）とともに、JSPS タイ同窓会

総会の実施についてNRCTに協力要請
を行いました。NRCTは本会議にオブ
ザーバーとして参加いただくこと、
また Kristhawat Nopnakeepongse 事
務次長に挨拶いただくことなりまし
た。同窓会事業について、今後一層

NRCTに参加頂くことを視野に入れて
います。また、JSPS事業説明会にか
か る 支 援 要 請 、 NRCT Thailand 
Research EXPO への当センター及び

同窓会の参加、また ASIAHORCs への支援について打ち合わせを行いました。 

 

 タイ商工会議所大学ビジネススクール Suvaroj Kemavuthanon 講師の来訪 (3 月 6 日） 
 
Suvaroj 講師は日本の政策研究大学院大学で修
士号、英国バーミンガム大学で博士号を取得さ
れ、JSPS 外国人特別研究員の申請及び日本での
研究活動についての情報収集のために当センタ
ーを訪問されました。センター長から研究内容
や日本での活動も含め情報提供を行ったほか、

副センター長からもプログラムの紹介と事務手
続きについて説明しました。 

 

 

 

 

 2014 年度 JSPS バングラデシュ同窓会 Bridge Fellowship Program 選考委員会及び同窓

会理事会への出席 （2 月 28 日） 
 

3 月 1 日に開催されるバングラデシュ同窓
会 シ ン ポ ジ ウ ム に 先 駆 け 、 Bridge 

Fellowship Program 選考委員会及び同窓
会理事会が開催され、当センターからは山
下センター長が選考委員として出席しまし
た。2014 年度の Bridge Fellowship プログ
ラムには、同窓会理事会の積極的な広報活
動により 9名の応募があり、その中からバ

ングラデシュ農業大学のM. Jahiruddin教
授とダッカ大学の A.T.M. Zafrul Azam 教
授の2名の候補者及び1名の補欠候補者を
採択しました。申請書類は当センターから
JSPS 本部に提出し、5月頃に採択について
最終決定される予定です。 

 

 

 

 

 

【前列左から Dr. Haque、Dr. Khondaker 事務局長、Dr. 

Hossain 会長、後列左からセンター長、Dr. Alam】 



 

バンコクの風 2013-14 Vol. 4｜日本学術振興会 バンコク研究連絡センター 9/23 

 

 JSPS バングラデシュ同窓会(BJSPSAA)シンポジウム及び同窓会総会の開催 (3 月 1 日) 
 
ダッカ市内Bangladesh Agricultural Research 
Council (BARC)において“ Education for 

Sustainable Development”をテーマに JSPS バ
ングラデシュ同窓会第5回シンポジウムが開催
され、JSPS バンコク研究連絡センターよりセン
ター長、副センター長が出席しました。 

シンポジウムではまず主催者であるバングラデ
シュ JSPS 同窓会の Dr. Nur Ahmad Khondaker

事務局長の開式の辞の後、バングラデシュ農業
大学元副学長であり元バングラデシュ国家計画
委員である Dr Md. Abdus Sattar Mandal 教授
による基調講演 “Education for Sustainable 
Development”が行われ、バングラデシュにおけ
る ESD の活動状況、教育の質保証、高等教育の

国際協力について講演を実施されました。 

 

基調講演の後、山下 JSPS バンコク研究連絡セン
ター長が挨拶し、続いて来賓として出席された
在バングラデシュ日本国大使館の南博之公使、
国連食糧農業機関(FAO) の Mike Robson バン
グラデシュ代表、主賓である Yeafesh Osman バ
ングラデシュ科学技術大臣に続き、最後に、JSPS
バングラデシュ同窓会の会長である Dr. Md. 
Afzal Hossain 教授による祝辞がありました。 

 

 

 

 

 

引き続き、14 名の研究者によるテクニカルセッ
ションが実施されました。今回のシンポジウム
は、バングラデシュの政情悪化に伴い日本から

の講師派遣は見送りましたが、今回バングラデ
シュに出張されていた九州大学大学院システム
情報科学研究院 Dr. Ashir Ahmed 准教授に急遽
ご講演頂きました。また、テクニカルセッション
の基調講演には、バングラデシュ中央銀行のDr. 
Atiur Rahman 総裁を招へいして実施しました。 

シンポジウム終了後は、引き続き同窓会総会が
行われ、会長による挨拶の後、会計責任者による
会計報告及び事務局長による 1 年間の活動報告
が行われた後、同窓会規約改正について議論が
行われました。 

 

 

 

  

【Mandal 教授による基調講演】 

【Ahmed 准教授による講演】 
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 静岡大学タイ同窓会設立総会への参加（3 月 8日） 
 
静岡大学のタイにおける協定校は、農学部との
研究交流を軸としたカセサート大学、静岡大学
タイ事務所を設置しているタマサート大学、ま
たシーナカリンウィロート大学となっています。
また1960年代から通算して約80名のタイ人卒
業生を輩出しているとのことで、今回の静岡大

学同窓会の設立は、一昨年のインドネシアに引
き続いて二ヶ国目の海外同窓会の設立になりま
した。 

今回の設立総会では、タイ人同窓生だけでなく、
静岡県の日本企業タイオフィスの代表も数多く参
加され、大変盛会となりました。同窓会会長には、キングモンクット工科大学トンブリ（KMUTT)の Dr. 

Pongphen が選任されました。また静岡大学からは、鈴木滋彦・副学長（国際戦略担当）以下１０名程度
の教職員も来訪しており、静岡大学が今後国際化を大きく推進していくマイルストーンになっていくと感じ
られました。 

 

 京都大学大学院博士後期課程櫻田智恵さん、早稲田大学大学院博士後期課程池田瑞穂さ
んの来訪 (3 月 7 日） 
 

チュラロンコン大学博士課程に留学中の櫻田智
恵さん（京都大学アジア・アフリカ地域研究研
究科博士後期課程）と池田瑞穂さん（早稲田大
学大学院博士課程後期）がご来訪されました。 

JSPS のフェローシップ事業、特に海外特別研究
員制度について関心があるとのことで、山田副
センター長より紹介・説明しました。また、た
またまオフィスを訪問中の関達治・大阪大学バ

ンコクセンター長より、若い研究者への励まし
の言葉をかけて頂きました。 

 

 

 

 

 JSPS フィリピン同窓会（JAAP）を訪問及び Bridge 選考委員会出席（3月 10 日） 
 
Bridge 選考委員会には、Dr. Maricar S. 
Prudente JAAP 会長、審査委員の Dr. Danilda 
Hufana Duran、DOST 事務次官の Dr. Fortunato 
De La Pena、及び当センターからセンター長が
出席しました。今回の募集に対しては 3名の応

募があり、その中から Dr. Ma. Cecilia Galvez
を推薦することとなりました。 

続いて、同窓会長とフィリピン同窓会活動概要
と、今後の活動日程特に同窓会総会及びシンポ
ジウムの日程について議論を実施しました。 

その後、在フィリピン日本大使館を訪問し、北

川広報文化センター長、加藤専門調査員と面会
し、JAAP への協力を依頼しました。 

 

 

  

【左から櫻田さん、池田さん、センター長、副センタ

ー長、阪大関センター長】 

【左から DOST 事務次官の Dr. De La Pena、Dr. 
Prudente JAAP 会長、審査委員の Dr. Duran、センタ
ー長、副センター長】 
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 大東文化大学山崎俊次副学長の来訪 （3 月 12 日） 
 

大東文化大学の山崎俊次副学長、高井宏子環境
創造学部准教授、島垣修・国際交流センター事

務長が当センターを訪問され、日本学生支援機
構（JASSO）山本所長とご一緒に応対させていた
だきました。 

山崎副学長のお話しでは、昨年度同大学がグロ
ーバル人材養成事業の認可を受けたことを受け
て、今後東南アジアの大学との交流を通して学

生の国際人としての育成を進めていく、その第
一歩として、今回タマサート大学との大学間学
術交流・学生交流協定（MOU）締結に向けての打
ち合わせに来タイされたとのことです。 

 

 

 在タイ日本大使館・タイ国元日本留学生教会（OJSAT）主催 国費留学生壮行会及び帰国
留学生歓迎会に出席（3 月 13 日） 
 
4 月に日本に出発する予定の国費留学生壮行会及び帰国留学生歓迎会が在タイ日本大使公邸にて
開催され、センター長と副センター長が出席しました。 

今回は、日本へ行く留学生が 60 名、日本から帰国した留学生 80 名が出席し、これから日本に行
く留学生には佐藤重和在タイ日本国特命全権大使より証書と記念品を授与されました。 

 
奨学生を代表して壇上に立ったタイ南部ハジャ
イの高校生、Yanakawee Siripongvutikorn さん
の英語での挨拶が素晴らしく、医学部志望とい
う彼女には、ぜひとも目標達成に向けて頑張っ
ていただきたいとセンター長が声をかけると同
時に、日本での研究活動の道として JSPS の奨

学金のサポートがあることも伝えました。 

本壮行会及び帰国留学生歓迎会は、毎年在タイ
日本大使館主催で実施されており、日本にこれ
から留学する、また留学から帰ってきた学生と
各関係機関とのネットワーク形成に繋がってい
ます。 

  

【左から JASSO 山本所長、高井准教授、山崎副学長、

センター長、島垣事務長】 

【Yanakawee さんとセンター長】 
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JSPS タイ同窓会・Bridge フェローシップ選考委員会、第 13 回理事会、第 5 回総会の開催
（3 月 14 日） 

 
バンコク市内 Maruay Garden Hotel にて、JSPS
タイ同窓会（JAAT）理事会及び総会、Bridge 
Fellowship 選考委員会を開催しました。 

午前中、まず実施された Bridge Fellowship 選
考委員会については、最終的にコンケン大学の
Dr. Kittisak Sawanyawisuth 准教授が今年度

の推薦者に選ばれました。Kittisak 准教授は昨
年11月に実施したコンケン大学でのJSPS事業
説明会にもご協力頂き、その際に Bridge フェ
ローシッププログラムについても説明頂いてい
ます。 

 

13 時 30 分より、総会に先立って同窓会理事会が実施され、同窓会理事の他、オブザーバーとし
て、NRCT 及び JSPS 齋藤参事が参加されました。15 時より実施されたタイ同窓会総会では、日本
大使館より長谷川哲夫一等書記官、NRCT より Mr. Kristhawat Nopnakeepongsem 事務次長、JSPS
本部から齋藤潔参事に挨拶いただきました。（表紙写真参照） 

 

同窓会総会では、Busaba 会長による JAATの活

動、会計報告が行われたほか、同窓会新会員の
リクルート、2014 年度 NRCT Research EXPO へ
のJAATからの出展等について議論されました。 

最後に、新同窓会理事会メンバーの選出が行わ
れ、Busaba 会長を始め 3名が退任して、6名が
留任、新たに 5 名の理事か就任し、合計 11 名

が理事に就任す。任期は Busaba 会長が任期満
了で退任したとのことで、1年の予定。JAAT 理
事である Dr. Sunee Mallikamarl が新会長に就
任されました。 

 

 

 福井工業大学金井兼理事長の来訪（3 月 18 日） 
 

福井工業大学は 2013 年 2 月に ASEAN 事務所を
バンコク市内に開設し、ASEAN 地域からの留学
生受け入れ活動を中心に活動を実施してきまし
た。 

今回は、3月 15，16日に実施された JEDUCATION 
FAIR に参加及び協定校の訪問の際に、当センタ

ーにお立ち寄り頂きました。若手職員の研修も
兼ねた出張とのことで、バンコク等で様々な機
関を訪問し意見交換を実施することにより職員
の視野を広げることも一つの目的としています。
職員の研修の一環として、JSPS の国際協力員制
度、当センターの席貸し制度を紹介したところ、
理事長からは関心を寄せて頂きました。 

 

 

 

  

【左から松浦所長、橋爪主任、金井理事長、センター

長、JASSO 山本所長、笹村主任】 

【同窓会新理事】 
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大阪大学バンコク教育研究センター関達治センター長、望月太郎次期センター長の来訪

（3 月 19 日） 
 
大阪大学バンコク教育研究連絡センターは、次
年度より大阪大学ASEANセンターバンコクオフ

ィスと名称を変え、新たに活動を実施する予定
となっています。 

大阪大学バンコクセンターは当センターと同じ
ビルに所在し、関センター長にもよく当センタ
ーにお越し頂き、意見交換の実施や打ち合わせ
にも参加頂きました。バンコクセンターには 7

年間勤務されており、当センターの歴代のセン
ター長副センター長も大変お世話になっていま
す。 

望月次期センター長は大阪大学文学部哲学科に
所属され、2014 年 4月着任される予定です。 

 

マヒドン大学を表敬訪問（3 月 24 日） 
 
3 月末で退職される関達治・大阪大学
バンコクセンター長と後任の望月太郎
教授とご一緒にマヒドン大学サラヤキ
ャンパスを訪問し、Prof. Dr. Prasit 
Palittapongampin 研究担当副学長、
Dr. Surakit Nathisuwan 国際担当副学
長並びに Boonyarat Suwanchinda 国際
部長と懇談しました。 

大阪大学については、新旧のセンター
長交代のご挨拶でしたが、JSPS として
の今回の訪問目的は、マヒドン大学で
の JSPS ガイダンスセミナーの実施について大学当局の理解と協力をお願いするためでした。運よ
くイベントの核となる研究と国際担当の両副学長が同席してくれたことで、即座に開催日時がそ
の場で決まり、5月 2日（金）にマヒドン大学サラヤキャンパスで実施することとなりました。マ
ヒドン大学には、JSPS 事業を通して日本との関係の深い研究者も多く、セミナーでは、何人かの
先生に日本での研究体験についてご講演いただく予定です。 

 

名古屋市立大学システム自然科学研究科松浦康之研究員の来訪（3 月 24 日） 
 

松浦研究員は昨年 9 月の留学フェアで当セン

ターブースにお越し頂き、その際に情報交換
をさせて頂きました。（当時の所属は福井大学
で、バンコクで研究をされていました）その際
に、スポーツ医療をトピックにタイとの共同研
究を実施したいとのことで、二国間交流事業、
また海外での研究実施プログラムとして二国

間交流事業を紹介しました。途中で大阪大学
関センター長も加わり、共同研究に関する情
報を提供しました。 

 

 

【左から阪大関センター長、望月次期センター長、セ

ンター長、JASSO 山本所長】 

【左からセンター長、松浦研究員、阪大関センター長】 
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九州大学法学研究院五十君（いぎみ）麻里子教授の来訪（3 月 27 日） 
 
九州大学法学研究院が受託されている「大学
の世界展開力強化事業」の事業の一環として

実施する、九大の学生たちによる「日本文化
紹介、日本語教育」のワークショップのタイ
での協力実施校について、タイの高校に広く
チャンネルのある国際交流基金バンコクセン
ター（JF）や日本学生支援機構（JASSO）に相
談に来られました。平林JF副所長、山本JASSO

所長からは、4月以降、各地の高校で日本留学
のガイダンスを実施する際に、そこでワーク
ショップを実施すると良いのではないかの提
案がありました。JSPSからは、チュラロンコ
ン大教育学部の Athapol 先生（昨年の JSPS-
NRCT セミナーのコーデイネーター）が付属高

校で ESD や異文化理解教育のワークショップ
を実施しているので、それに合流することを
提案しました。 

明治大学大六野耕作政治経済学部長の来訪（3 月 27 日） 
 

明治大学大六野耕作・政治経済学部長が、江藤
賢一教授とご一緒に当センターを来訪し、国際
交流基金（JF）の福田所長、日本学生支援機構

（JASSO）の山本所長を交えて、意見交換を実施
しました。シーナカリンウイロート大学の中に
ASEANセンターを開設している明治大学ですが、
今年からは、タマサート大、チュラロンコン大
とも学術交流協定（MOU）を結び、学生を留学さ
せることになっているとのことで、都合 30名を
超える留学生がタイに来るとのことです。 

 

 

 

 

JSPS タイ同窓会 Sunee Mallikamarl 会長及び同窓会理事代表の来訪（3 月 31 日） 
 
JSPSタイ同窓会（JAAT）新同窓会長のDr. Sunee 

Mallikamarl、同窓会新理事の Dr. Danai 
Tiwawech、Dr. Supavadee Aramvith が当セン
ターを来訪され、当センターからの引き継ぎ及
び新年度の同窓会運営について協議を行いまし
た。特に JSPS 同窓会規約について、英語版が
不完全だったため、センターで作成した上で同

窓会長と確認しました。その他、4月上旬に開
催予定である同窓会理事会の議事について事前
議論を行いました。 

当センターとしても、Sunee 新会長の元で、心
機一転タイ同窓会の支援を実施していく所存で
す。 

  

【左から Buabchamaneeリエゾン・オフィサー、Sunee
会長、Supavadee 理事、Danai 理事、センター長、副
センター長】 

【左から明治大学江藤教授、センター長、明治大学
大六野教授、JF福田所長、JASSO 山本所長】 

【左からJF平林副所長、五十君教授、センター長、JASSO

山本所長】 
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コラム＃1 

もうすぐソンクラーン・フェスティバルですね。連休なので、皆さんがこの時期を楽しみにしてみます！！！ 

一年で最も暑い時期、毎年4月 13 日～4 月 15 日に行われる「ソンクラーン・フェスティバル」です。 

しかし他の名前は「水掛け祭り」とよく呼ばれて、タイのお祭りとしてはとても有名です。海外からの旅行客を含

め、街中はもうそれは凄い人達でごった返しでみんな水をかけ合います。お祭りに参加する人は、水をかけられる

ことを十分覚悟で遊びに行くつもりです。お水かけられても怒るのはダメです！！この時期は、バンコク行きは大

混雑。みんな故郷に帰ったりしますが、連休になることから旅行に来る人も多いようですね。ソンクラーン・フェ

スティバルは、タイのお正月を意味します。      ブア 

道ではパレード 

道ではフェスティバルのパレ
ードが。とても長い行列。 

暑くなって来ると私はソンクラーンを思
い出します。早く水かけられたい！！ 

Formation sand pagoda 

砂のパゴダを寄進します 

 

ロッド・ナーム・ダム・フア 

（Rod Nam Dam Hua）目
上の人や尊敬する人を訪れ
て、手によい香りのする水を
注いで祝福したりする儀式 

バンスクン（Ban Sukun） 

実際の生活の中で、亡くなっ
た人を偲ぶ儀式 
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 ダイスケさんのダイ好きアジア  
コラム＃2

 
 

金曜の夜、バスに乗って (สงกรานตท่ี์ชนบท) 

夜行列車は我々の喪われた旅情をかき立て

る。しかし、「旅情」という言葉には相応しい英
語はあまり無いようで、ウィズダム英和辞典で
調べてみたら「Traveler's sentiment」であっ
た。されども決して欧米人が旅情を理解しない
訳でもないらしく、バンコク発南の島行きの夜
行列車はほぼ 8 割方欧米人の旅行者だった。ブ

アさんがお洒落な都会のソンクラーン（タイ正
月）を過ごしている頃、僕はラオスの国境に近
いルーイ県チェンカーン市ウムン村という田舎
の静かな農村で正月を迎えた。今回は夜行列車
ではなく夜行バスでの移動だったのであるが。 

 

ソンクラーンはいわゆる水かけ祭りで有名である。水

鉄砲やバケツで通行人に水をか
けたりする風景は田舎でも勿論
見られるが、本来のソンクラー
ンはもっと伝統的で儀礼的なも
ので、村のランドマークでもあ
る寺院で地域住民と一緒に僧侶

に供物を寄進し、新年を祝うと
ともに厄除けを行い人々の安寧
を祈る儀式に参加した。また香
水を用いて仏像を清め、僧侶か
ら祝福を受ける儀式も受けた。
タイには仏教に基づく文化が根
付いており、地域住民の結び付
き、僧侶や年長者への尊敬の念

は田舎において一層強いように感じられる。かつてタイでは、水
は神聖なものとして汚れを清めて良い将来をもたらすものとして
信じられていたとのことである。 
 

その後、村から少し離れた洞窟のある寺院に参拝した。住職であるアート師は、僕が日本人である

ことを知るや否や非常にきれいな英語でタイや
ASEAN 諸国と日本や中国との国際情勢やタ
イの将来など、様々なことを語りかけ、相当の
教養を持った方であることが窺われた。少し会
話をしただけでも俗世間では相当の栄達を果た
していたであろうアート師がなぜ出家されたの

か、どうしても知りたくなり尋ねてみたところ、
60 歳まで企業を運営した後、俗世間での様々
な揉め事を忌避し、これまでの栄達や家族を捨
て、仏門の道に入られたとのこと。このような
方が一地方の静かな寺院にいたことに驚きと感
銘を受けるとともに、師の世界観についてもっ

と多くのことを学びたいと思うに至った。 
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JSPS バンコク研究連絡センター学術情報 

(2014 年 1 月～3 月) 
 
■博士課程教育の質の向上 
 
Dr. Khun Ying Sumontha Phromboon タイ高等教
育局長は、タイの高等教育機関の博士課程教育の
質について以下の通り述べた。 
 タイ高等教育局は、高い教育レベルが国の発展
の基礎であるため、2014年以降の特に博士課程教
育の質の向上に力を入れることを高等教育機関に
対して求めている。2011 年のデータによると、博
士課程コースは、全国の高等教育機関で合計1182
課程設置されており、チュラロンコン大学では、
133 課程で最も多く、マヒドン大学は 102 課程、
コンケン大学は81課程設置している。このうち、
科学技術分野が最も人気の高いコースである。 
 
2013 年 11 月 11 日の高等教育局のデータによる
と、100 以上の博士課程を保有する大学は 71 機
関で、在籍学生数は 25,364 人と、博士課程を設
置する大学が減少していることが推定される。こ
れは、高等教育機関とそのカリキュラムが、求め
られている水準を満たしていないためである。 し
かし、今後は、博士課程教育の質の向上のために、
高等教育局は、既存の課程の点検と評価を促進し
ていかなければならない。 評価の結果、一定の
水準を満たさない博士課程は廃止される。 
 
Dr. Tossaporn Sirisamphan 高等教育局事務局長
によると、当初は当課題の分科委員会は、高等教
育機関とその設置する博士課程を審査することを
提案していた。課程の質の審査においては、課程
に対する不満の声や、関連する機関内外の指標、
過去 5年間の大学院での研究の実績、博士課程学
生の在籍数が機関のキャパシティに適した人数で
あるかどうか等が審査項目に含まれる。審査後は、
博士課程の教育運営を点検、評価するためのガイ
ドラインが定められる予定である。 
 
(1 月 15 日 タイ教育省) 
 
 
■職業訓練大学と日本の高等専門学校の連携 
 
Chaiyaphruek Serirak 職業教育委員会事務局長
は、理工系の職業訓練大学（Science-Based 
Technology Vocational Colleges）の教育の全体
像について次の通り述べた。 
 
現在、理工系の職業訓練大学は、国内にチョンブ
リ校、シンブリ校、パンガー校、ナコーンラーチ
ャシーマー校、ラーンプーン校の 5校があり、入
学競争率が年々高くなり、優秀な学生が集まって
いる。職業教育委員会事務局（OVEC：The Office 
of Vocational Education）では、これらの理工
系の職業訓練校をより幅広く知ってもらうことに
力を注いでいる。2013 年より、これらの職業訓練

大学校は、海外の学校と連携し、教育水準の向上
に努めている。 
 
現在、職業教育委員会事務局は、日本の高等専門
学校と協力し、グローバルな労働市場で活躍でき
る人材を育成することに力を注いでいる。テクノ
ロージー分野での職業教育マネジメントの必要性
は、国際社会においても認識されている。現在、
日本の高等専門学校との協力により、タイ国内の
5校の理工系の職業訓練大学に、職業教育マネジ
メントのネットワークの拡大と、高等専門学校方
式の教授法を開発することを目指している。 
 
日本の高等専門学校はこれまで、機械工学、化学
工学、海洋学といった工学に関係する教育を行っ
てきた。職業教育委員会事務局は、5校の理工系
の職業訓練大学の教育カリキュラムを、日本の高
等専門学校のカリキュラムに沿って作成し、タイ
と日本の両国において共通する教育カリキュラム
を作成しようとしている。これにより、今後、タ
イと日本の間での教員の研修と学生の交換が可能
となるだろう。タイの学生は、ロボット工学の分
野において非常に優秀であり、日本の高等専門学
校も、ロボット工学の分野に秀でている。そのた
め、両国の教育機関の連携は、理工系の職業訓練
校の発展を促進し、知名度を上げることにもつな
がるだろう。 
 
（1月 17 日 タイ教育省） 
 
 
■海外学生インターンシップのための産学共同教育 
 
世界コーオプ教育協会（ WACE・ The World 
Association for Cooperative & Work-
Integrated Education）は、学生をインターンシ
ップのために海外へ派遣する計画を推進しており、
この実施のために、70大学の教育関係者が協力し
ている。WACE の共同会長を務める Samphan 
Silpanart 氏によると、同組織は、2014年、タイ
高等教育局とタイ・コーオプ協会が連携して教育
関係者の研修を行った。このプロジェクトは、長
期間の産学共同教育プログラムの一環として、学
生を海外へ派遣し、インターンシップのプログラ
ムに参加させることが目的である。 
 
※コーオプ教育（Cooperative Education）とは、
大学と産業界が連携し、大学側が主導的に大学の
専門教育のカリキュラムの一環として企業等での
就業体験を実施するものである。 
 
「国際的な産学共同教育プログラムは、タイの学
生が外国人と働く機会を得ることができ、ASEAN
経済統合に向けた準備として、とても重要である。
この経験によって、タイ人の学生は、異文化の中
で自身を適応させる方法を学び、今後のグローバ
ル化による変化に備えることができるだろう」と
Samphan Silpanart 氏は述べている。 
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2014 年 1 月半ば、70の大学から 100 人の教職員
が集まり、産学共同教育プロジェクトの理論と実
践に関する研修が行われ、参加者は、国際的な産
学協同教育プロジェクトの重要性を認識し、この
プロジェクトに関わる教育プログラムを企画する
ための基準と運営方法を理解するきっかけとなっ
た。タイ・コーオプ協会の会長で、元教育大臣の
Wichit Srisa-arn 氏も、この研修に講演者とし
て参加した。 
 
参加した各機関の職員には、この研修で学んだス
キルと知識を活かして、このプロジェクトに申請
を希望する学生の支援することが期待される。 
 
これまでタイでは、国際的な産学協同教育プロジ
ェクトに参加する学生が大変少なかった。参加学
生のほとんどは、南部の大学の学生で、彼らは、
共通言語を取得し、コミュニケーションスキルを
向上させることを目的として、マレーシアで実施
されるプロジェクトに参加していた。しかし、今
後は、ASEAN 諸国や日本、米国、ヨーロッパなど、
学生を派遣する国を拡大させていかなければなら
ない。 
 
（1月 28 日 タイ教育省） 
 
 
■2013 年以来の研究投資の急増 
 
政府機関によると、国の発展につながるタイ国内
の研究への投資額が、今年 130 億バーツ増加し、
360 億バーツとなる見込みである。 
 
科学技術・イノベーション政策局（STI: The 
National Science Technology and Innovation 
Policy Office）によると、研究への民間セクタ
ーからの投資は100億バーツ増の210億バーツで
昨年度から 55％増となる見込みである。一方、政
府からの投資は150億バーツとなる見込みである。 
 
これについて、Pichet Durongkaveroj 科学技術・
イノベーション政策局事務局長は、National 
Research Network の年次会合で「よい兆候だ」と
述べた。 
 
タイ研究財団（TRF: Thailand Research Fund）
所長の Suthipun Jitpimolmard 教授によると、昨
年の GDP は 11 兆バーツであったが、研究への投
資額の対 GDP 比は、0.24%から 0.37％に増加して
いる。 
 
Suthipun 教授は、新政府は、研究開発のための予
算を少なくとも GDP の１％確保し、民間セクター
からの投資額は、今後 2年間で 51から 70％まで
増加するべきだと述べた。 
 
現在、産業部門で研究開発費が最も多いのは、化
学工業部門で 36億バーツ、次に、食品産業で23

億円、石油産業 15億バーツ、機械工業で 13億バ
ーツである。 
 
（2月 8日 Nation 紙） 
 
 
■ASEAN地域の教育ハブを目指すタイの大学の取
り組み 
 
Dr. Thosaporn Sirisumphand タイ高等教育局事
務局長は、タイが ASEAN 地域の国際的な教育ハブ
となることを目指すという理念を具現化するため
にこれまで行ってきた取組みについて以下の通り
述べた。 
 
タイはこれまでASEAN諸国内での被引用指数のデ
ータベースの開発などいくつかの取り組みを先行
して実施してきた。 また、ASEAN 大学連合の事
務局もタイに置かれている。 
 
また、現在、39の高等教育機関が海外の機関と連
携し、合計で 114 の国際共同カリキュラムを創設
している。これらのカリキュラムは、他の ASEAN 
諸国の高等教育機関との間に締結した学術協力に
おける覚書に基づいて設立されている。タイの国
内の高等教育機関は、ASEAN 諸国との間に、カン
ボジアと 34、インドネシアと30、ラオスと 32マ
レーシアと 42、シンガポールと 5、フィリピンと
33、ベトナムと 100 の覚書を締結している。これ
らの覚書に基づき、タイ国内では、344 の学士課
程、394 の修士課程、249 の博士課程、30の職業
訓練課程があり、合計で 1,017 の ASEASN 諸国の
高等教育機関と連携した課程が設置されている。 
 
2012 年の調査では、ASEAN 諸国からタイへ留学し
た学生は、4,408人で、その内訳は、サーティフ
ィケイトプログラム（特定の科目を履修し、修了
証明書を取得する課程）84名、学士課程2,151名、
ディプロマコース(特定の専門知識を得るために、
必要なコースを履修し、当該専門分野についての
資格を得るコース)50 名、修士課程1,681 名、博
士課程 323 名、その他 119 名であった。 
 
ASEAN地域の国際的な教育ハブとなることを目指
すことにより、タイの高等教育の質と水準を高め、
国際的な存在感を高めることができる。さらに、
タイの国際社会におけるイメージと役割の向上に
もつながる。また、タイの学生が ASEAN 域内の経
済統合に伴う、労働市場での競争に備えて、高い
能力を身に付けることにもつながるだろう。 
 
（2月 18 日 タイ教育省） 
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■高等教育開発のための民間セクターの参加促進 
 
Dr. Thosaporn Sirisumphand タイ高等教育局事
務局長は、高等教育の開発計画に関する委員会終
了後に、以下の通り述べた。 
 
タイの大学は、世界に通用する水準となり、高等
教育機関において、国の求める人材が育成される
だろう。高等教育の開発計画の中には、民間企業
や産業界に対して、研究、教育、学習マネジメン
ト、および学生の育成の面で、高等教育開発へよ
り積極的な参画を呼び掛けることも含まれている。
全ての分野の関係者が、高等教育と人材育成の方
針を定めるための議論に参加し、その意見を集約
したものを新政権へ、実施計画として提出する予
定である。 
 
Kamchorn Tatiyakawi タイ高等教育局事務次長は、
これに関連し、以下の通り述べた。 
産業界での研究は、アカデミックな分野での研究
と異なり、研究成果を発表できないものもある。
大学での研究分野は、様々な企業と関係性がある
ため、企業や産業界の高等教育開発への参加を呼
びかけるためにはできるだけ多くの産業分野を網
羅する明確な規定を定めてから、タイ高等教育機
関公務員人事委員会で提案しなければならない。 
 
（2月 25 日 タイ教育省） 
 
 
■チュラロンコン大学、マヒドン大学がTHE World 
Reputation Rankings トップ 200 に接近 
 
タイの大学は今年の Times Higher Education 
(THE) World Reputation Rankings においてトッ
プ 100 に入った大学はなかったものの、チュラロ
ンコン大学とマヒドン大学がトップ200に接近し
た。 
 
THE World Reputation Rankings の編集者 Phil 
Baty 氏は、The Nation 紙に対して、タマサート
大学を含むほかのタイの大学は、トップ 400 に入
っていないことを明かした。  THE World 
Reputation Rankingsは、3月 6日に公表され、
ランキング100位以下の機関は公式リストには掲
載されていない。 
 
THE World Reputation Rankings は、毎年公表さ
れるTHE世界大学ランキングから派生したもので、
THE 世界大学ランキングが、客観的な 13 の指標
に基づき、大学のパフォーマンスを様々な面から
包括的に評価するのに対して、World Reputation 
Rankingsは、世界大学ランキングの評価のうちの
2つの指標に基づき作成されている。 
 
THE 世界大学ランキング（2013-2014）では、タイ
の高等教育機関の中では、唯一、キングモンクッ
ト工科大学トンブリ校がトップ350位のグループ

に入った。ランキングに関するより詳しい情報は
www.thewur.com.を参照。 
 
Baty 氏によると、ASEAN10 か国の中で、タイ、マ
レーシア、シンガポールの高等教育機関が
Reputation Rankings のトップ 400 位以内に入っ
ているとのこと。 
 シンガポールについては、シンガポール国立大
学が 21位、南洋理工大学が 91位と、2機関がト
ップ 100 位以内に入っている。 
 
日本は、トップ 100 位以内に 5機関が入り、ほか
のアジア諸国を大きく引き離している。 
 
世界では、アメリカ合衆国が10位以内に8機関、
100 位以内に 46 機関が入り、ハーバード大学、
MIT、スタンフォード大学が上位 3 位を占め、確
固たる地位を築いている。 
 
THE World Reputation Rankings での健闘に関連
して、2014 年の QS世界大学ランキングの分野別
のランキングにおいても、チュラロンコン大学が
存在感を示している。チュラロンコン大学は、工
学分野の化学工学が、51 位から 101 位以内に入
った。また、工学分野で機械工学、航空工学、土
木工学、また、医学分野で、生物科学、薬学・薬
理学分野、科学分野では、環境科学が 101 位から
150 位以内に入った。現代言語学分野の、コミュ
ニケーションとメディア学、また、工学分野の電
気工学が 151 位から 200 位以内に入った。 
 
そのほかの大学では、キングモンクット工科大学
トンブリ校（KMUTT）、マヒドン大学、カセサート
大学、チェンマイ大学、プリンスオブソンクラー
大学では、それぞれ 1から 2分野が 200 位以内に
入っている。 
 
（3月 6日 Nation 紙） 
 
 
■科学技術開発庁、研究予算の増加要求 
 
タイ国立科学技術開発庁(NSTDA：The National 
Science and Technology Development Agency)
は、タイ国立科学技術開発庁学会年次大会の機会
に、政府が技術研究のための予算を増やすよう働
きかけるとのことである。 
 
NSTDA の Thaweesak Koanantakool 長官は、新政
府も科学技術の発展のために十分な予算を配分し
ておらず、持続可能な経済の発展を後押しするた
めには、特に産業分野と農業分野へのさらなる投
資が必要だと述べた。 
 
タイ国立科学技術開発庁学会年次大会「科学技
術：持続的開発への原動力」は、Pathum Thani の
サイエンスパークで 3月 31 日から 4月 1 日まで
開催される予定で、Sirindhorn王女が開会式に参
加する予定である。 
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Thaweesak長官によると、多くの民間企業がNSTDA
に対して新たな製品の研究開発のための支援を求
めてきているが、NSTDA の予算が限られているた
めに、効果的に支援をすることができていないと
のことである。 
政府は、GDP のわずか 0.1％しか科学技術の研究
開発費に充てていないが、今後はより多くの予算
を科学技術分野の研究開発費に注入するべきであ
り、特に、鉄道システム開発の分野での人材育成
のための予算が必要であると述べた。 
 
Thaweesak 長官は、国内の老朽化した鉄道システ
ムの総点検を行う計画について指摘し、その業務
を担う人材を育成するために、政府は資金を投入
する必要があると述べた。 
科学技術省は、4年間をかけて、鉄道関連の産業
に関わる機関を設立しようとしてきた。しかし、
当該機関の所管について関係省庁が合意に達する
ことができていないため、いまだに設立すること
ができていない。 
 
同年次大会では、食品科学、健康科学や環境に関
する科学技術を含む、120 以上のイノベーション
が展示され、さらに前上院議員の Somkiat 
Ornwimon 氏、タイ石油公社最高経営責任者
Pailin Chuchottaworn 氏、タイ商工会議所会長
の Isara Vongkusolkit 氏らを招へいして、講演
を行うセミナーも開催される予定である。 
 
また、画像や文字をバイクの車輪に表示し、広告
媒体として活用する液晶ディスプレイの装置や、
医薬品や血液の保存容器内での温度管理システム
等、タイ国内で開発されたイノベーションも展示
される。 
 
（3月 13 日 Bangkok Post紙） 
 
 
■世界に通用するカセサート大学 
 
2014年の分野別QS世界大学ランキングにおいて、
カセサート大学の農林学部が世界ランキングで48
位となり、この 2年間で国内の大学の中で最も高
いランキングであった。カセサート大学の
Wuthichai Kapilakarn 准教授が発表した。2013
年は、カセサート大学は、33 位であった。QS 世
界大学ランキングには、学術分野での評価、学長
の評価、一論文あたりの被引用数、ｈ指数に基づ
いて審査される。重視する指数は、研究分野ごと
に異なる。 
 
さらに、以下の 3 領域の 10 の分野においてカセ
サート大学は、QS世界大学ランキングのリストに
入っている。１、工学と技術領域では、コンピュ
ーターサイエンス＆情報システム、化学工学、電
子・電気工学、宇宙工学。２、ライフサイエンス
と医学の領域では、農林学と生化学、３、自然科
学の領域では、化学、環境科学、物質科学がラン
キングに入った。 

 
カセサート大学は、様々な分野の集結した知の拠
点として、世界に知を発信していく立場にあるこ
とを誇りとするべきである。さらに、カセサート
大学は、全てのタイ国民に対しても知識を広め、
国の発展と安定を牽引する高い能力を持った競争
力のある人材を育成していくことができるだろう。 
 
（3月 14 日 タイ教育省） 
 
 
■タイ国内の 3 大学における ASEAN 経済共同体
に向けた先導的な取り組み 
 
マヒドン大学やカセサート大学等の高等教育機関
は、2015 年の ASEAN 経済共同体発足に向けて、
学生に高い英語力とASEANに関する知識を習得さ
せることに力を注いでいる。 
 
マヒドン大学、カセサート大学、タマサート大学
の、ASEAN 経済共同体に向けた先導的な取り組み
についてそれぞれの大学の学長及び副学長のコメ
ントは以下の通り。 
 
マヒドン大学： 
マヒドン大学 Rachata Rachatanawin 学長は先週
の学内の「ASEAN のためのタイの高等教育」に関
する年次会合で次の通り述べた。 
大学は、新しい世代に対して、ASEAN 憲章の根幹
となる理念について教えなければならない。マヒ
ドン大学では、ASEAN 経済共同体に向けて長い期
間をかけて入念に準備を実施てきた。 
 
若いリーダーは、今後、多種多様な文化的、宗教
的背景を持つ人々が共存する社会を構築していく
ために重要な役割を担うことになるだろう。また、
効果的な資源の利用や、ASEAN 地域に繁栄と政治
的な安定と幸福をもたらす為に統合を前進させる
ことも期待されている。 
 
ASEAN に関する教材は、全ての科目の中に包含さ
れており、大学のカリキュラムは ASEAN コミュニ
ティのニーズに対応したものになっている。学生
の取得する単位のうち 30 単位ほどが ASEAN に関
連した教科である。 
 
また、マヒドン大学は、英語力の向上と多文化理
解についての授業にも力を入れており、国際医学
コース、国際歯学コース、および、医学修士コー
スを設置している。 
 
マヒドン大学の運営者も他のASEAN域内9か国の
大学と緊密な連携をとり、学生や教員の交流を促
進している。 
 
昨年は、マヒドン大学は、ASEAN 域内の学生 250
人、ASEAN 域外の学生 50 人に対して奨学金を授
与した。 
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マヒドン大学は、1学期間、授業を行う客員講師
に対しても助成金を提供している。 
 
マヒドン大学は、奨学金のスポンサーを確保する
ことにも成功しており、例えば、現在、ノルウェ
ー政府からの奨学金を得て、60人ミャンマー人の
大学院生がマヒドン大学で学んでいる。 
 
マヒドン大学の環境は、ASEAN 経済統合のための
準備に向けて前進している。マヒドン大学の戦略
は、学生が ASEAN 経済統合に備えるための教育を
向上させていくことである。 
 
学生にASEAN経済統合や労働市場に備えさせるこ
とに加えて、大学は、学生が行動規範や、社会責
任、チームワーク、倫理観といったことも身につ
けているかどうかもケアしていかなければならな
い。 
 
マヒドン大学を含む、複数の大学は、現在、学生
と卒業生に対して、反汚職運動を展開している。 

カセサート大学： 
カセサート大学の学務担当副学長である Siree 
Chaiseri 氏は ASEAN 経済統合について以下の通
り述べた。 
 
ASEAN 経済統合は、食糧安全保障と食の安全をも
たらすだろう。タイの大学は、特に医療と農業の
分野における研修を通してASEANの政府機関とこ
れまで連携を図ってきた。 
 
チュラロンコン大学とマヒドン大学が、医療に関
する情報を提供しているのに対し、カセサート大
学は、農業開発および農業科学、また、食品科学
の分野についての情報を提供している。タイの若
者は、ASEAN 経済統合に対してすでに敏感になっ
ているが、今後は、経済統合に起因した様々な変
化についても深く理解しなければならない。例え
ば、タイの大学は、ASEAN 域内の人の流動性を促
進するために、アカデミックカレンダーをほかの
ASEAN の国々に合わせなければならなかった。学
生も教員も、このような変化を最大限に活かし、
他の地域や国の人々の生活様式や考え方を学ぶ機
会とすることができるだろう。 
 
カセサート大学では、ASEAN 諸国へ留学するため
の奨学金を学生に提供しているが、申請者はゼロ
だった。一方、韓国、日本、ヨーロッパへの留学
の奨学金には多くの申請があった。そのため、カ
セサート大学は、インドネシアの大学での食品科
学を学ぶための奨学金の申請者を、大学側で探し
出さなければならなかった。奨学金の受給者は、
インドネシアの大学へ留学した結果、食品科学に
関する知識とインドネシアでのビジネスの契約を
多数得て帰国し、考え方が変わった。 
 
このインドネシア留学の例が示す通り、学生は、
自身の考え方を変え、大学は、学生に将来を見据

えて、国を前進させることを教えなければならな
い。学生は、自分たちが ASEAN 地域を動かす原動
力となっていくことを自覚しなければならない。 
 
カセサート大学は、今後も、ASEAN 諸国へ留学す
る学生に対して、奨学金を支援していく。 
 
タマサート大学： 
タマサート大学 Somkid Lertpaitoon 学長は、
ASEAN 経済統合について以下の通り述べた。 
 
全ての大学がすでにASEAN経済統合に向けて準備
を整えている。その一方で、政府は、ASEAN 経済
統合に向けた準備をほとんど行ってこなかった。
Somkid Lertpaitoon 学長が同大学の指揮を取り
始めた 3年前から、教育大臣が幾度も変わり、そ
れに伴い、方針も変わった。そして、どの大臣も、
ASEAN 問題について取り組んでこなかった。高等
教育機関は、国の重要な役割を担っていることを
認識しており、ASEAN 問題にこれまで真剣に取り
組んできた。 
 
ASEAN 問題には、英語および他の外国語、ASEAN の
組織、ASEAN 諸国の文化、そして、タイの高等教
育の開発という 4つの主な課題がある。 
 
タマサート大学では、すべての学部に、少なくと
も二人の英語のネイティブスピーカーを雇用する
ことを求めている。さらに、全ての学部において、
少なくとも一つの国際プログラムを設置すること
も求めている。少なくとも、いくつかの教科で、
英語で授業を行わなければならない。 
 
タマサート大学は、「ASEAN の経済」等の、ASEAN
に関連する内容をカリキュラムの中に盛り込んで
いる。タイの高等教育機関は、潜在力があり、ASEAN
経済統合によって、知識の循環が促されることが
期待される。 
 
（Nation 紙 3 月 17 日） 
 
■タイ高等教育公務員人事委員会の開催 
 
2014 年 3月 14 日、Chaturon Chaisaeng 教育大臣
の議長の下、第 1回高等教育局国家公務員人事委
員会が開催され、議論の詳細は以下の通り。 
 
1．国王よりチュラロンコン大学、コンケン大学、
シラパコーン大学、マヒドン大学、タマサート大
学の 7名の准教授を教授職に任命された。（タイ
では教授になるためには国王からの任命が必要） 
 
2．大学の要請に応じた科目選択基準案の承認 
 
大学の要請に応じた科目の設置基準案が委員会で
承認された。今後、大学は、以下の基準を考慮し
て、科目を設置しなければならない。 
1）国家経済社会成長計画と政府の方針と一致し
た学科 
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2) 所得連動型ローンによって定義される主要科
目であること 
3)人材育成計画に含まれ、かつ、大学協議会で
承認された科目であること 
4) すでに学科が認可されている場合は、需要
と必要性を検討し、さらに政府による認可が必
須であること 
5)大学が新しいカリキュラム設置を計画している
場合は、科目は当該機関の戦略に沿ったものでな
ければならない 
 

大学は、大学協会に承認された科目について、高

等教育公務員人事委員会に報告しなければならな

い。 
 
3．大学人事部門への規定案へのフィードバック 
人事部門に関する規定案について、大学協会、大
学、大学教員協会、大学の教育担当者と関連団体
からのフィードバックを分析することで国家公務
員任用委員会は合意した。 
 
本委員会では、人事部門の規定案に関するフィー
ドバック分析について承認した。本分析は、大学
協会、大学、大学教員協会、大学の教育担当者と
関連団体によるものである。 
 
人事マネジメントにおいて質の高い基準を持つ大
学の中には、当該規定に賛成しない機関もあり、
これは、当該規定によって、効率化が悪化したり、
人事の流動性や独立性が損なわれることが懸念さ
れるためである。 
 
これらの大学は、人事マネジメント制度を設置し
ている大学については、当該規定に補足規定を設
けることで、この規則の対象から除外すよう提言
した。 
事務局長はこれに対して短期的な解決策を提案し、
承認された。 
 
本法案について内閣の承認を得る前に、各大学の
役員の問題を解決するための人的資源管理におけ
る基本的原則として、事務局長による短期的な解
決策についても承認された。 
 
4． 2015-2018 年度の大学に対する新しい教職員
の人材配置定員について 
 
ラジャマンガラ工科大学の9つのキャンパス対す
る新たな教職員人材配置計画の報告について承認
した。 
 
報告書によると、2015年度の新たな教職員定員を
提示するためには、他と同様の担当授業時間数計
算方法によって業務量を計算すべきだとの見解が
示されている。その上で、本委員会では様々なタ
イプの高等教育機関に合わせ、各大学の新たな定
員配置についてシステマティックな調査を実施す
るべきということで合意された。 

職業教育と技術の領域の人材育成に必要な教職
員定数に対して、適切なカリキュラムが組まれな
ければならない。 
 
※ラジャマンガラ工科大学：工業大学（工業専門
学校）を前身とし、現在は 10 以上の学部を設置
する国立大学。ラジャマンガラ大学タンヤブリー
校をはじめ、タイ国内に9つのキャンパスを持つ。
（ラジャマンガラ工科大学ホームページより） 
 
（3月 18 日 タイ教育省） 
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編集後記 
 
2014 年 4 月 1 日付で JSPS バンコク研究連絡センター着任い
たしました轟裕美です。一年間、センター長、副センター長、
リエゾンオフィサーとともに、JSPS バンコク研究連絡センタ
ーの活動に従事し、国際学術交流に関する見識を広げ、大学
職員に求められる国際業務を学びたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。 

http://jsps-th.org/
mailto:jspsbkk@jsps-th.org

